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バルセロナにおけるラティーノ少年像の構築と中南米出身移民の若者の社会参加 
――CIIMU（児童・都市生活課）調査と「バルセロナ・モデル」の再評価 
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要旨 
 外国人が多く住むスペイン最大の商工業都市バルセロナにおける移民統合政策を見ると，ラ
テンアメリカ出身者（「ラティーノ」）の社会参加活動が重要な位置を占めていることがわか
る．しかしながら，一時期の「ギャング抗争」などの騒動により，中南米出身の移民の若者た
ちは非行問題に関連づけられ，社会の周縁へと追いやられる構図ができてしまった．その状況
を打破するきっかけになったのは，都市社会学や文化人類学，そしてメディア研究など，様々
な領域から多角的に実施された 2005年の CIIMU（Institut d'Infància i Món Urbà，児童・都市
生活課）の調査である．バルセロナの中南米コミュニティがいかに広義の「市民権」を行使し
うるかを明らかにするために，まずはこのラティーノ少年像の脱構築を押し進めた「バルセロ
ナ・モデル」と呼ばれる一連のプロセスをおさえる必要がある．本稿では CIIMU 調査を概観し，
その社会的位置づけと意義について，予備的考察を行う． 
 
Resumen 
Este documento de trabajo tiene como objetivo repasar los puntos más relevantes 
del estudio multidisciplinar que se llevó a cabo en 2005 en Barcelona, por encargo del 
Institut d'Infància i Món Urbà, sobre los jóvenes latinos residentes en la ciudad española. 
Dicho trabajo permitió abrir canales de comunicación y entendimiento después de la 
polémica suscitada por las supuestas actividades delictivas de las llamadas bandas 
latinas. Entender este proceso permitirá contextualizar la conquista de nuevos espacios 
de ciudadanía por parte de la comunidad latinoamericana en la sociedad barcelonesa. 
 
 
１．スペインにおける移民受け入れの背景 
 
 かつて移民送り出し国だったスペインは，21世紀に入ってから未曾有の勢いで移民を受け入
れるようになった．スペインの外国人入国者数は，1997年（35,600人）からピークの 2007年
（920,500人）までの間に 25倍も増えており，2009年には遂に全人口の 12％が外国籍となっ
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た（OECD 2010）．2000年代の急激な移民受け入れの増加というこの特異なスペインの移民
事情は，日本でも注目を集めつつある（深澤 2009，森田 2006，長岡 2007，中川 2010，中島
2007，渡部 2007）．この移民増加の背景には，特定の産業（建設・サービス）の急成長とそれ
に伴う労働力不足があった．しかし，2008年のリーマンショックを引き金に生じた金融・財政
危機が始まると，スペインは一転して欧州内で最も高い失業率を抱えるようになり，社会的不
安定性が表面化した．それと連動して，スペインの純移動率が再びマイナスへと転じた（詳し
くは本報告書の辻論文も参照されたい）． 
 人びとの「移動」が，特に 20世紀後半からは労働市場を調整する「手段」となってきたのは
周知の通りであり，多くの国家間の協定・協約でもそのような意図が明確に浮かび上がる．し
かしながら出移民にせよ入移民にせよ，労働力の余剰・不足の調節は必ずしも意図されていた
通りの結果をもたらしたとは言えない．特にスペインないし南ヨーロッパの場合，政策は現実
を後追いしているようにみえる．それは，移民に関する法令の相次ぐ改定からも読み取ること
ができる．スペインで初めて施行された入国規制法は，欧州連盟加入の条件だったとされてお
り，国境の防御および取締の強化に重点が置かれていた（Arango 2000）．その後，徐々に規
制が緩和されるものの，2000年の「外国人法」の実施から間もなく改定が施され，更なる規制
強化へと転換していく． 
 それと同時に，スペインやイタリアなどで特徴的な「正規化」政策も幾度となく行われてき
た．「違法」な手段で入国・滞在する外国人に対して，一定の条件を満たしていれば，一斉に
合法的な滞在資格を与えてきたのである．このような正規化措置は，すでに 6 回行われてきた．
1986年，1991年，1996年，2000年，2001年，2005年のことである（Kostova 2006）． 
 かつてスペイン政府の出移民政策は，海外の労働需要とスペインからの移住希望者を結びつ
けることを目的としてきた．その役割を担ってきたのは，日本の JICAに相当する IEE
（Instituto Español de Emigración＝スペイン移民機構）であり，その設立当初の理念は「海外
の求人募集の情報を収集および取りまとめること，そしてその後，移住候補者の申請とマッチ
ングを行うこと」であった（Sánchez 2011: 252）． 
  その後，受け入れ側に転じた 1990年代以降のスペイン政府もまた，このような「マッチン
グ」の理念を政策の基準として掲げている．スペイン経済のニーズ（特に労働力需要）に対応
することを名目とし，地域・職種・期間を限定して海外の労働者を採用できる「割当制度」
（contingente）と呼ばれるシステムが 1993年に開始された．しかし，このシステムの有用性
は常に疑問視されている．なぜなら，スペインに既に住んでいる多くの外国人労働者が制度か
ら落ちこぼれてしまい，非正規滞在者の増加を助長する結果をもたらすからだ．外国人労働者
の全体数のうち，非正規労働を行っているのは地域によって４割〜５割にのぼるという報告も
ある（González-Enríquez 2009）．非正規労働者を生み出すもうひとつの要因として挙げられ
るのは，取り締まり制度である．コーネリアスら（1994）は「意図せざる結果」論を示し，多
くの先進国の移民政策に共通する「移民管理」の問題を指摘する． 
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The most striking similarity between Italy and other Western European countries is 
the gap between the stated aims of policy makers and the outcome of their 
policies. It has been argued here that this failure to enact and implement effective 
immigration controls is largely the result of the economic function of immigrants 
and the political limitations under which these liberal democratic societies operate. 
It is indicative of the power of such deep structural factors that countries with a 
variety of historical experiences with immigration now find themselves facing 
roughly the same dilemmas and using roughly the same instruments to resolve 
them. 
(Cornelius et al 1994: 324-5) 
 
２．移民の統合と社会問題 
 
 前述の取り締まりや雇用制度の不能に加え，ニューカマーの外国人がホスト社会に十分統合
されないこともまた，課題として指摘されている．これは外国人の「労働力的」側面があまり
にも強調されてきたため，彼ら／彼女らがスペインの「生活者」とみなされてこなかったこと
に起因する問題であると考えられる．2001年の「GRECO」プログラム（2004年終了）および
2007年の「PECI」プラン（2011年終了）を用いて，政府は外国人の社会的統合のために一定
の努力はしてきたが，極めて楽観的な姿勢でその任務を遂行してきた．たとえば労働・社会問
題省の報告では，「国民の大半は，移民のスペイン社会への統合に賛成」であり「移民が医療
システム，子どもの学校教育，住居，語学教育，職業訓練など［の公共サービス］を享受する
ことに賛成」とされている（Ministerio de Trabajo y Asuntos Sociales 2007: 93）． 
 このように深刻な社会的コンフリクトは表面に出ないものの，世論調査では移民を問題視す
る傾向が読み取れる．図表１は，スペイン社会の３大問題の内に「移民」を入れた回答者の割
合の推移を表している．2001年に外国人を問題視する割合が 17.6%だったのが，2007年には
その 2倍近くになっている．この結果については，外国人を「国の利益の道具」とみなす諸制
度や行政の行動が一般国民に浸透し，それが憎悪の温床になっているのではないか，とイスキ
エルドは分析する（Izquierdo 2008）．つまり「外国人＝よそ者」という図式がある種の「ドミ
ナント・ストーリー」（桜井 2005）になりつつあるといえるだろう．すなわち，リーマンショ
ック以降の景気悪化に伴い，外国人排除を正当化するための言説材料が益々溢れ出てきたので
ある． 
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図表 1 スペインの３大問題の内に「移民」を入れた回答者の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典： CIS（スペイン社会科学研究所）の調査報告に基づいて，Izquierdo（2008）が作成． 
 
 カタルーニャ州の一部の地域では，このような移民排他感情が政治的に組織化されている．
Plataforma per Catalunya（「カタルーニャのためのプラットフォーム」党）はその最も顕著な
例である．この政党は差別的な発言を堂々と行い，選挙の公約では「うちのものを優先」とい
うスローガンを標榜した．州議会選挙では議席を獲得するまでには至らなかったものの，自治
体レベルの選挙では着実に成績を伸ばしており，2011年の市町村選挙では 67名の市町村議員
を当選させた（Ministerio del Interior 2011）． 
 スペイン世論の一部が外国人住民を「働き口を奪う邪魔者」として捉えるようになった風潮
が，行政の発するイメージと連動している部分があるといえよう．そのイメージとは，たとえ
ば景気が良いときは移民のポジティブな経済効果を強調していたのが，不景気のときは財政圧
迫を理由にEUの「任意帰国制度」などを推進することである． 
 
３．バルセロナの外国人統合政策 
 
 それでは，カタルーニャ州バルセロナ市に焦点をあて，まずは外国人住民のデータを確認し
よう．1996年 3月の外国人登録者数は 29,354人であり，全人口の 1.9%に過ぎなかった．とこ
ろが 10年後の 2006年には外国籍の人数が 260,058人にのぼり，全市民の 15.9%を占めるよう
になった（Recio & Costa 2006: 31）．この期間において最も増加率の高いグループはアメリカ 
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図表２ バルセロナ市の外国人住民数の推移 2002年〜2011年 
 
出典：Generalitat de Catalunya 2011 
 
図表３ バルセロナ市の外国人住民数の推移 国籍別 
 
出典：Generalitat de Catalunya 2011 
45 
 
 
大陸出身者である．2007年以降も，図表２，３から分かるように，南米出身者（主にエクアド
ル，ボリビア，ペルー，コロンビア，アルゼンチン）の数が年々減少しているものの，依然と
して最も人数が多い． 
 移民の流入に対してバルセロナ市が打ち出した政策は，「インターカルチュラル・シティ」
（以下「ICC」と略）と呼ばれるプログラムである．ICCとは，外国人をはじめとする住民の
多様性を好機と捉え，街の「活力・革新・創造・成長」の源泉とする新たな都市政策として，
主にEU （欧州連合）が推進しているプログラムであり（Wood & Landry 2008），バルセロナ
はその模範的事例として評価されている（Intercultural Cities 2011）． 
 かつてEUの移民政策の主流をなしていた「多文化主義」アプローチは，社会統合に失敗し
たという見方が近年広まっている．西欧のアカデミズムにおいても，ガッサン・ハージの著名
な『ホワイト・ネイション』（1998）を皮切りに，多文化主義批判が繰り返されてきた．これ
に対して，多様性を尊重しながら「異文化間」の対話を促し，地域社会の様ざまなエージェン
トが市政に貢献できるような環境づくりをすること，それが多文化主義の限界を克服するため
に提唱された ICCの基本理念である． 
 この政策で特に話題になった活動のひとつは，バルセロナ市が 2010年 7月に発足した「反
デマ隊（agents antirrumors）」と名付けられた組織である．言説レベルでの対立構図を克服す
るのが重要な社会的闘争であるという意識のもと，普段の会話やメディアなどにおいて流布す
る排他的な発言・行動にどう対処するべきかを講習で教え，受講生がそのような「ディスコー
スの戦略」を日常生活で活用できるようになることを目的としている． 
 
４．CIIMU調査の概要 
 
 さて，これまで述べてきた状況を背景とし，バルセロナの行政がいかにラティーノ少年の問
題に取り組んできたかを確認しよう．ことの発端は，バルセロナ市の「児童・都市生活課」
（CIIMU: Consorci Institut d'Infància i Món Urbà）の依頼により，リェイダ大学の社会人類学
者カルラス・フェイシャ准教授のもと，2005年 1月～10月に実施された調査である．翌年に
調査結果が書籍として刊行されたが（Feixa 2006），その前にセミナー形式の報告会がバルセ
ロナ市内の文化センター（Centre de Cultura Contemporània de Barcelona）で開かれた（2005
年 11月 20日〜21日）．そこには 250人以上の研究者や様々な現場（政治，教育，社会活動，
司法，警察，NGO）で働く関係者が参加した．それに加えて画期的だったのは，当事者である
移民の若者団体の代表者も出席し，自分たちの主張を伝えたことである．この出来事は報道機
関でも大きくで取り上げられた．このように，若者団体が自らを可視化し，暴力行為に対して
反対する意思を強く表明したこと自体が，この調査の大きな成果であったといえよう． 
 続いて調査手法について簡単に紹介しよう．当事者の視点に立ち，彼ら／彼女らの生活世界
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を理解することが第一の目的である．全部で 115人のインフォーマントに，ライフヒストリ
ー・インタビューやフォーカス・グループ・インタビューを行い，当事者の若者が集う場所
（公園，ネットカフェ，ミュージック・クラブ，など）で参与観察を実施した．それと並行し
て，新聞記事などのメディア言論や，各団体が発表した資料なども大量に収集した．ライフヒ
ストリーについては，全てCIIMUに保管されているが，それを公開するにあたって，下記の
５つのテーマに分けて編纂された． 
１）「むこう」：移住する前の母国の記憶 
２）「むこう」からみた「ここ」：母国にいた時のスペインのイメージ（先に移住して
行った両親からの情報など） 
３）「移動」：移住の決意，スペインへの渡航 
４）「ここ」 ：スペインでの定着 
５）「ここ」からみた「むこう」：母国とのつながりと将来の展望 
 このように，語りに現れる「むこう（母国）」と「ここ（スペイン）」の二項関係を軸に，
若者ラティーノの生活の実態やシンボリックな世界観を読み解くことが試みられた．このプロ
ジェクトで特筆すべき点は，大学・行政・市民団体の協力のもと，「逸脱」のレッテルを貼ら
れていた若者たちの主要集団「ラテン・キングス」と「ニェータス」が合法化され，暴力的行
為を拒否するプロセスの引き金になったことである．それが後に「バルセロナ・モデル」と呼
ばれるようになり，マドリード，ジェノバ，キト，ニューヨークなどでも参照・応用された
（Queirolo 2008，Moreno 2014）． 
 
５．バルセロナのラティーノ・ギャング 
 
 本節では，ソリアノ・ガティカの整理に即してスペインにおけるラテンアメリカ系ギャング
が注目されるようになった経緯を紹介する（Soriano 2008）．バルセロナに初めてギャングが
本格的に現れたのは 21世紀に入ってからだとされている．2002年，2003年にはその活動が頂
点に達し，2003年に 17歳のコロンビア人少年ロニー・タピアスが殺害された事件で社会問題
化されはじめた．タピアスは 2003年 10月 28日に学校から出たときに，ラテンアメリカ系集
団「ラテン・キングス」のメンバーに間違えられ，敵集団である「ニェータス」に所属する５
人の中南米出身の若者に襲われ，刃物で心臓に刺された．この事件で３人のドミニカ人の若者
が逮捕され，懲役 17年の刑に処せられた．マスメディアはこの事件を大々的に取り上げ，毎日
のように「ラテン系ギャングの侵攻」や中南米出身の若者による逸脱行為に警鐘を鳴らした．
それを背景に，中南米の若者の特徴的な服装や社会的行動（公園や広場でたむろすることな
ど）を「非行」の証とする言説が流布するようになる．このような状況に呼応して，これらの
集団の存続のみならず，若者たちの生活自体が危うくなると懸念するリーダーが台頭し始めた．
この新しいリーダーたちが掲げた課題は，過去の過ちを繰り返さないこと，そして暴力をきっ
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ぱり拒絶した上で団体の活動を展開させることである． 
 2004年から 2005年にかけて，ラテン・キングスとニェータスの歩み寄りが始まり，CIIMU
の調査を含むバルセロナ市の関与により，合法化への道が開かれた．その結果，2006年 5月 7
日に「カタルーニャ州ラテンの王・王妃文化協会（Organización Cultural de Reyes y Reinas 
Latinos de Cataluña）」という名称で，既存の若者集団がNPO法人として統合された．この
新しい組織はスペインやイタリア各地で公演を行い，他の中南米系の若者に対する啓蒙活動を
行った． 
 
６．メディアの言説と個人のストーリーとの乖離 
 
 先に述べたように，バルセロナにおいてラテン系ギャングが社会的騒動に発展したきっかけ
は，ロニー・タピアス少年の殺害事件の報道である．この出来事をきっかけに，カタルーニャ
州のみならず，スペイン全土のマスメディアが中南米の若者を「脅威」として位置づけ，この
問題を社会的議題に設定した．  
 CIIMU調査が収集したデータからも明らかなように，当時の報道は，量的にも質的にも，ラ
テン系の若者を非行や暴力行為と結びつけて描いていた．しかしながら，個人へのインタビュ
ーからわかったことは，「ラテン系（ラティーノ）」であることは自明の概念ではないという
ことである．ラティーノとは，特定の社会的文脈で，他の若者との相互行為の中から生じる曖
昧なカテゴリーである．一次的なアイデンティティではないということが重要である．なぜな
ら，彼ら／彼女らは母国では「ラティーノ」たる意識がなかったからだ．「ラティーノ」とは，
スペインに移って初めて獲得する，きわめて環境依存的なアイデンティティである．そして，
その「ラティーノ」カテゴリーと「非行」カテゴリーとの境界線は非常に曖昧である．従って，
次のインタビュイーが語るように，中南米の若者は常に外見を意識せざるを得ない状況におか
れている． 
 
—¿Cómo crees que la sociedad catalana acoge y trata a los latinoamericanos? 
A ver, si los chicos latinoamericanos se visten bien ya no tienen ningún 
problema. Claro es que ya te miran mal y piensan en las bandas, y creen que 
eres una mala influencia. Claro, hay muchas cosas que no son bandas, sino 
chicos que se reúnen porque crean su música y sus bailes y esto está bien, y no 
juntarse para hacerse los más chulos. A mí me gustaría hacer graffiti y muchas 
veces lo hemos hablado con mis amigos pero... no sé, nada más. 
—Me has dicho que tuviste hace poco problemas en el instituto. ¿Qué pasó? 
A ver, hace poco, me parece que en el mes de mayo, mi tutora me dijo que 
quería hablar con mis padres. Me preguntó si tenía miedo de que hablara con 
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mis padres y yo, claro, le dije que no, que yo no me había portado mal ni nada 
por el estilo y que entonces por qué tenía que tener miedo. Estoy muy bien y 
estoy mejor que en segundo curso, el año pasado estaba fatal, casi suspendo. 
Este año me quedan tres y pues mi tutora estaba repitiéndome cada día que me 
iba a suspender y un día me dijo que quería hablar con mis padres. Yo pensé 
que iba a decir cosas a mis padres que no eran verdad. Por esa razón le pedí a 
mi hermana de ir ella. Y vino mi hermana mayor y estaban hablando y yo 
pensaba que iban a hablar de cómo me iba el instituto y me llaman y mi 
hermana me dice que me tengo que portar bien y yo, claro: «¿Cómo que me 
tengo que portar bien?». Y salimos de ahí y mi hermana me dice: «Brenik, tu 
tutora dice que estás en una banda». Yo: «¿Qué? ¡Que me diga cuál, ya que yo 
ahora me estoy enterando que estoy en una banda!». Y claro, yo pensé y ella 
qué sabe y cómo y por qué... Yo nunca había dicho nada de bandas en el 
instituto ni nada por el estilo... Y mi hermana me dice: «¡Por la forma de vestir!». 
¡Joder! A mí personalmente mi tutora no me dijo nada y además me dio coraje 
el hecho de que no podía estar diciendo cosas que no son verdad. A ver, si yo 
soy profe y sé que un alumno mío está en una banda, pero porque me lo 
afirman, lo sé con seguridad, yo no le digo directamente a sus padres que está 
en una banda: «Yo le digo que creo que su hijo... no lo afirmo...». No se pueden 
estar diciendo por ahí cosas que no son verdad. A ver, me molestó por dos 
razones principales: que diga cosas que no son verdad y que me juzgue por mi 
manera de vestir. 
Brenik，エクアドル出身，16歳（Feixa 2006: 113） 
 
 CIIMU調査の理論的枠組みで提示されている通り，若いラティーノの「スタイル」は，基本
的に４つのサブカルチャーが交錯して具現化されている．すなわち，①北米の「ギャング」文
化，②中南米の暴力集団のスタイル，③欧米発のカウンターカルチャー，そして④インターネ
ット文化が，シンボリックに受容され体現される（Feixa 2006:26-29）．中南米の若者たちは，
スペインに定着するプロセスの中で，様々な場面において「ラティーノ」としてみられ，その
アイデンティティを強化するか，あるいは否定するかという選択肢を迫られる． 
 
Los amigos míos me dicen que confunde mucho con los Latin, los Ñetas y todas 
estas cosas. Me dicen que no me meta en problemas, que si yo me meto me 
ayudarán pero yo tampoco me quiero meter en porblemas. 
—¿Vestir así crea problemas? 
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No sé... [ríe] Lo de la música... 
—¿Qué música te gusta? 
El reggaeton, la bachata. Hay un grupo de bachata que me encanta que se 
llaman Grupo [A]Ventura, los que cantan la de «Obsesión». El merengue, la 
salsa... me gusta un poco el rap. Por lo de la ropa. Me dicen de no vestir rapera 
porque me van a confundir con una de las bandas callejeras. 
Lucía，ドミニカ共和国出身，15歳（Feixa 2006: 113） 
 
７．「バルセロナ・モデル」からの教訓 
 
 このプロジェクトで明らかになったのは，すべての若者集団が暴力的というわけではなく，
むしろ相互扶助的な機能を果たしてきたことである．一部の若者が暴走化したことを認めつつ
も，メディアで描かれてきたような，体系的に犯罪を実行する組織は存在しないのが実状であ
る（CEFJE 2006）．また蔓延する「非行ラティーノ」像は，スペイン社会が構築した言説か
ら生まれたものであり，中南米の若者たちに外部から押し付けられたものであることが解明さ
れた． 
  多文化化する都市空間において，アイデンティティ闘争は「人種」などをキーワードに繰り
広げられるだけではなく，移民の少年ら／少女らが自らの事情やライフヒストリーを正当化し
つつ，外部からのレッテル貼りに反発する形で，ディスコースの交渉が必要となる．その中で，
「非行ラティーノ」像の政治（メディア）的利用が彼らの生きている実態を見え難くしてしま
い，有効な政策につながりにくくなっていたことが，本調査の重要な示唆である．「バルセロ
ナ・モデル」と呼ばれるようになったCIIMUのプロジェクトは，行政，研究者，NGO，そし
て当事者が対話できる場を提供し，後の市の政策にも大きな影響を与えた．この一連の活動を
踏まえ，今後の研究の糸口としたい． 
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